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コバルトに関する吉元学的研究

宗1報 コバノν ト塩授与がLl!羊の発育に及ぼす影埠

1M島害‘. :J!づ1 J1，荒木 泣t J誇J11 J司郊 (宗占禁がとお肝主)

Studies on Cobalt Feeding in Domestic Anima1s. 

1 Effects of cobalt feeding on growing goats. 

Tovokazl1 FLJKじ号rrDrふ Ryo hoじE， Kivoshi ARAKI and KanぞoKATSL:KA¥YA 

f 1( 1fi! ;;1: aミ
~rr~;均， {ドqin~j今較I~を?与， iJJJlftJこ〈完j主:ーら. h二;上目立的jIZくラJl主時旦ミ[:J， i?efま!:~
好.品位に百む.
匂，ペコ斗長時J，体巾;こ乏しい綬担特;こ短卜，資月下見， %I1野山感二、;おこJ

有勾，くつ斗地{尽く，中守1M極 c¥')て<1i3~ L，飼料の一手IjIH民;こ57む.rü空~\~::;、不p­
~~flJ > 長持，特にf4~巾不足ー;一る. f本塁きfjミホ二/)く銅、(:5j'~>) ;f:ij Jf]性;グニ乏しハ. 反
;九被三E，械の三;:主主f.手L徴fUしベコリ主8sjC)惑が主〉る.

I 諸 Eニ事

づバルト;:':J-i.:民;去の不可欠栄主主である二とは，

U:cDERWOODとFrUrER(1935) ，並びに ~1ARRTON と LINE:'!

(1935)によって，夫々独立じむし点、も殆んど時そ予]じぐ

して発晃さ九て以来，述、高界Z守とたえ)事実となっ ~C¥. 、る.

そLて，この研究に/Jい、て英国及びニュージーランド山

研究者追は， 1~-f主のゴノリノト J与をu'[長戎:土問主主的に誕下

に投与して，欠乏症の子防のみたらす二顕著た発育捉進

効果iLJtJJ待出来ると主1:><¥ごL、ふ.又長31そ，I'¥orth Dakota 

fえび Iowa 畏試の研一究者さ:~，(上， 践の工うな ti'tt'J ~Flj物で

も，領主のづバルト単独投与にと V_r IlたはコバルトkfI

め各謹の後室:去を益三去を配合して給与づ『ることに kって，

育成又:土肥育に好投讃!J':1号られる二とを豆ノ)，時打-LLJh

h 特にこの擦，乾草を:-:i":t，宇土した試験!むこ1-~ 1 "二寸。

効果が著し卜といってL、/..J・

筆者等は既誌の如く，牛:/)]Ji翠くわ'rm~J)治療と子坊

に後呈のコバルトを用いしご.1三.，満足?ペケ結果を収

めて束三こが，斜々これと平行して竺泊しずこくわγlfE;Ji:充

病地域にわける観察例;こ士山口ごも， fiヴよりC好成読む包

めたので，発育途上にある山芋主用いいこ，ゴバルトの発

育促進効果に関する従来の報告に:可ずる追試合行うと共

に， コバルト('こ対ーする Tolぞrance~'-:揺乃 1 ょうる 7、このにこの

宍験を行った.伶，コバルトの生11三内作用接n三につい二
日興味深いものふ守Jるが，この宍験にわい

れたTI'll0)哲三七三?に11:(~})乙こと \Lt.

H試験方法
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1. 試験期間.昭和27年。，1J]5日二 1));I:-:r 2 ) J 7 ['] (二
fら 15~'1 11号とい試験終 fq宅、 1 毘衣絶立して;計三 1~lj)，全I~L.~

千jうに.

2. 供試山羊並びに試験室玄関 fl:試rl~二(:t ~::1<'子間近の

て. n~JJ-'f:主tt[lr一、(:，の交配によって生産された

~U丘二下 6 頭であって，これを手jß 沼間牛乳で晴すし，離

手[慢はn買手u信事?とー百成飼料とをケ c'て発育科丘三:大作
品うご}主・待つ ζ試験;三三子Lf二.た七試駁L"-]U(i(て先立つ

て， ンご)釘主主;工111'¥'字予Lj:二ナ弓ずこれ，宰丸f，;qWl1;:二 η

』ご去芳三イヲつに.

試験;ベ目、外:)JO1‘.:g ~?:[ ~)コバルト O.ln，g まrZ 与iベ(以子 Co-

0.]111ζIくと理事務、). [rrjゴJコノくyレト 10m怠主之子[三(lc、J.TCo-

10mεiくと彰子科:入 M;'tWくこう 31心士設けー，〆との発育状態，

資質等生充fi吟味して芥!壬2Ifrl完をf~èìÎltL j:二.

3. 飼養管理法.飼料。給与呈はS()H，¥fTlll'の鋸主控ヰ:fi

七日、7711足三ぜるように:計予iした.

すたわじ.ì農序飼料は首長;仁三米 50，怒 ~)O，抗告fV、二

三20，食]，炭酸カルシウム 2，からなる出合前科七日

嬰しこれを1W}タ 2[11](こ分与しむとて 'í'~試験期間を通じ

二1日の給与呈に体主の手J1~].2%に担当してら、る.

犯飼料はり ~11 月中:二日ヲミο ヨには努ふうて;ìili!F1J場二放

牧又;土壁牧Lc:tミクローパーを位企'--せ.12月以降は会

内:こ葉包して?ノピェ>-Ll'藷草及び大根安心乾lliを 1口

当りれ]k父子事丘三、?jf二'~→の佑特'\-ブj)生:了、行~γご

?、‘L、?、、1"、、.

4. コパルトの投与法.ゴバルト(j、主化-/バ]!ト Co-

Cら・ üI-I~O ( 1 革支三えj(ミ}ス~>/l'(Nn安とし二 'rz f{ L "二. 三:-，1つ"u.

4乙づバルト 40.1og，'.，:ぷ却水11t二Jふ
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兵庫農科大学研究報告

ト10mg含有液を作九これを賓;こ100ff'f騒釈じζ1cc当

りコバルト O.lmg含有液を;32製した.こり稀釈液を確実

に甲信下させるため苛製の投薬誌を用いて夕飯い前に口角

り技与した. 因みに Co-10rr京[>くでは試斐:がf寺保を?ーさ

するため，技薬;こ当って難渋lJ:..

5. 各種検査法.体育そのìJHJ'!i~日、毎週連続 3 日間，午前

日時 rこり秤量を行い，その平均的を中央日のf{~設と l ，

f本各部位の測定は3013毎に施行した-

r(rrt佼険杢;こ三三iつては耳静脈を利耕L，その頃出血を用

いて?;i注ZFとって赤[減数，白白球数，出色ヨミ邑へマ
トクジット倍を2退問ごとに測j乏した.

括設は放血主主によって行い，主1)長後内臓を易jI出して常

法通り居・[本となし，??臓器並びに岩体の秤量を行った.

車試験成績並びに考察

1. ー按外貌. Co-O.l mg区は絞始栄養状態極めて長

むで，健康であったが，特に全期間を通じて粗飼料の採

食が旺盛であったことは注目に植する. Co-10mg区は

試験開始後約3.-.-4週間白から食慾は減退し，被毛は光

沢を失い逆立，間λと顔冨に浮躍を生じて次第に保体し

た.就中 G-5は食慾，飲思共に不訴となり，異替を呈

し，可i完結膜はチアノーゼを現わしたまり試験開始後

9遣自に遂に緊死した.#J対照i主主伺れも常に良好た発
言な続け，特Iこ認むべき変化はなかった.

2. 発育成積.試験期間中の捧Mi:の変化は第I去の如

くである.これを比較し易いように試験開始時を基準と

した増体重のグラフとすれば第1国のようになる.これ

第 1図試験問主}持よちの増体重
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に上れば， Co-O.ltγg 区は常にその発育が良好で 3選

白噴から対照i三との2主が耳a討し次第にその差を増して
いる.一方 Co一IOmgr~では，当初 1 ~2週間1工竿ケ発

育は良好で、あったが 3週弓より食慾銑思共に不振とな

って体重減少を来たしている.前述のように中途で中毒

死したG-5では特にコバルト投与の影響が顕著であった

し，最後迄生存したG-3はやふ粗野な{自体で抵抗力はあ

ったが，終始発育は不長で、あった.

試験開始時からの増体重を推計学的に検7せした処， 11

週自の12月2日から 5%水準で有意差が現われまiきめ， ]4 

週自に1%水準で有志差が吾区の間に認められた.

かつて TAYLOR (1938) {ヱニュージーランドのゴバル

ト欠乏柏市で，塩化ゴバルト水溶液を牧草に施吊して牧

草のコノごルト含有査を高めて緬芋の発育を良好にしたと

いう.又 Sl'EW組 T等(1941)はスコヅトランドの Pine

disease発病地域内で緬羊に各週ゴバルト10mgを]0遣問

経口投与して， /l-の発育が極めて良好であったと報iT

している.更に DrNUSSON等 (1953)は養豚飼料 l]b当り

毎日 885yのコバルト{体重lkg当り毎日O.1mg)を与え

た処，対黒区に比較してその増体重が大で、あっすこと述べ

ている.

これ等の報舌中前3者は総てコバルト欠乏地域内の試

験成震であるので，これを以て断定的な結論を出すこと

江主主空えなければならないが DINUSSON等のー速の試

験結果から考えて， {本重lkg当り 1sO.lmg程度のコバ

ルトを投与することは発育期にιる山芋に好い結果を斉
らすものと考えられる.然し乍ら CO-10mg区では，そ

の 1B 1頭当りのヨバルト給与量{士約200---300mε にも

述 l，そのために発育が阻害されるもの左思われる.fAl 

この点については後述するととにする.

3. 血液学的諸性状の変化.

1) 赤血球数:赤血球数の変遷は覧2表の如くで、あ

る.Co-O.lag区と対照広は何れも測定時ごとに可成り

の変動1土あるが，概ね生理自宅!.F}J揺の範囲にあるものと j砕

すぺさーで;あらに保l， Co-1Orr'ε!乏では第2述白から

16 



子;(}4三ミ ヘマトクリット{白(単位 mm3)

別対!日{!ベ!Co-O.1mg 1< Co-10mglベ

山で._G-1IG-6;G-2IG-4! G-31 G-5 
r:]izfln1' I 19.2 I 21.0 1s.0 I 21.0 22.0 I 20.0 
2 1B.0 I 19.0 I 17.7 • 20.5 i 17.5 I 1B.5 
4 22.5 I 2~.0 : 24.3 i 24.2 I 24.0 I 20.2 
() 19ぷ I21.5! 22.0 I 22.0 I 25.0 I 24.2 
g I 19.5 I 21.5 i 22.0 i 22.0 i 2S.0 I 24.2 
10 20.0 I 21.5 I 22.7 I 23.5 I 2o.7 
12 i 23.2 I 26.0 i 23.7 I 20.5 I :n.5 
14 2さ.1I 2-1.5! 23.5 ! 25.7 I :.n.o I 

Fマザ院三

h(iJ 学gg '.与
~"' 
111 立1，1り54

1< 小、¥辺

7ニ心、~':t乙 L\:'::j:"5fl!与するに二とにする. L'えとの変化をま~

合すると， Co-I0mg えで;之コバルト投与符号~~ 4迫弓頃

より Cobaltpolycythemiaむ殻設を発現L，甚だしいも

のは試験日位佼 6~ffj].己完花ずるに主ったが， Co-O.lmg 

i乏で:二そのls'IUl段告には乃んど変化がなし、ので，若しコ

パルトを発育促進斉uとするなら:L体育i:1kg当り 10mg

上~ f二で:土危険でふり>rP1じく 0.11r只で[土光戸殆んどj訴禄
な'L.'ri己:J:ないもひと，T;gi..);f1， ;~). 

なじ，この際克明する Polycythcn'.ia(_と，赤l1'I1球数，

出色去呈し})~.仏たらγヘマトクリット flil も医長三これと、ド?子

L'，::l曽;加すらの真'i/l:多r[1球f1ETruc polycythemia -.:.: 

ιるとd思 :t，.~:?L;=). 

既:こよ曽加の傾向を示 L，常:二増加」コー迭をj告/、~\..、ゐ.

試強国立fil:jからの差合推1・学的に検討すると 2足後

;こ Ifb水準で文Ji自民と Co-10mgt{C')間に，又5%~d'(準

で対照I;{と Co-0.1n1g[えの認に有志差が認められt.又

そ J)lを12:ilËl日;こ 5%水準~~足京区と試政区心開;こ， 14;'当

に引って同じく 5%水準"三 Co-lOrr.gIえと他り 2j壬心開

にた々有志差がLった.

すなわ、むゴノぐらト授ら二;こってjifi血技能;土促進二iL， 

特に Co-lOrrgI壬で;土赤n'[l球i曽多症を三じこL¥るもひ

と思わ;flる.

従来ゴバJt/f、ν'_)T r l毒1'Fi百に!揺する研究， ). -~ーとし』こ ~J~

喜美子fljJ子リ勿;こっ1.'ご行われ d~京，;"i 1-)， t二合去しつ)，:1'設とし
月〉

7ニもよ)口、比較的少¥、;'}'; ](BLAND (JC>37) (ヒ 4頭り比子:;二

体工!i:200g~Z:í ，) 1 rr g ()ゴバルトを 7'TJJ(二-，(っ¥こ経日夜

与し仁川 1頭:土3ケ)J.L'JY-:rに Polycythemiaとなった

~':， 2頭は採iミを1'11汗したため却って中当:!むつ食[Ulそ呈
!l) 

l， {I也η1頭注:?で〈影響がな;トったという.E白LY等(け19句4 
Gω) (比主牛江の)ゴノパぐyルレ ト!--iに二対対-ヲるτT、01ε汀ranceに!こ三:ば土変具が多くい， 

経仁口;的に多歪のゴノバぐyルレト主を〉与三るとZ食ミ啓慾、7不T不〈振となり')， μ阿〔

にこjれれ〆ιしLし，を説紋釈続

る5が"次で彼Q;'i;(1948)は牛について，体主1001bs当り

1 司 40mg.L'~ C:.c')コバルトを連続経口投与すれば，硫需主，

塩酸，炭酸誌の何れで~~:~;しく有害でιると注 J くてい

る. KEENER告(1949)は発育中の7ドルスタ fン牡弓二に

ついて体重 1001bs当り 1日50mgご)づバルト担与¥'--:;上

数週間で i三変化:工見受けられない二υ と ~~)1(~':量(体JJi)OO

lbs当り 1司100m討を与える1::.4週間ーミ既:二 Polycyth-

emia とたり企慾ド.Hl~ ， ffi '6 iTl悶ノえを呈しずこと

L 、ぅ.これミ投与呈は非主lkg~'j i) 1日1.1及c.;:2.2rr去

に相当するので， Co一lOmg[心):/lti~! 二百三間二了1 1毒11T:iえさどだ

三日しまこに)も当タしつこと~ /~~. ;_~7_ しら.主主し乍らH主tJ) -1 

バルトを投与したG-3がと;二角吉弘前冬7U:f迄生存LtニイIJL

111江邑素:血色素宝山変イと{，主第3:よーのお1: '_:' ~~.J つ

二，試験!:{-C-，土増加の傾向が認めら;TLるが，文J;目立正にゴよ

いーこも多少の変TI!;JI日あるに)てt{[:J'i学的には特;こ有江主

を見出~-二と江出うたなかν )t二. :":<~ l乍ら

-5;~ '; IO.iWl司，，')t(ll色素呈は試鼠日759o1皆、J;EJり，

;之主・下笠原二「よけるG-3:土rwJじく 659ol¥子三〉)ること;うふら

二どこ，赤fihJ-lc校ど〕増加にHってl(ll己主主七千行じこi曽ノ日
_!-.r..円 、よー

心'-::.こ .. ~ }~l j ~ -) / '-. 
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ヘマトクリヅトUl'f: -こ一り変造段;主214天ひた!

く，-".)-)込. Co-O.1rrgば及び丸j約三で:こえ昨互主型的説話

範囲の変到と兎られるが， Co-I0ag!;{ '~(ヱそのi曽加率

;シ:;'f'-Ij然とし二 ~:'1 九 〆f5壬z沼測i百fjjj完jjiヨヨ吟与と Zもし泊加ζ心)1額号頃H山札〉主三
Jγゐ，).そして試験開始後12週日以綬，他心21壬とひ間に 5

0ら，J'(1:{f;でギ七三;完-:t ~パ;己~\])~~.);t Lt二.

ザ~2 ヲミ赤血球数(iP.f¥三万/mm3)

\lさ ~jll 江川_1空?ごO.1r出三I_Co-=~o平戸:
迫\\山手~:\o.1 G-1IG:-6IG-2 G-4IG-:~G-5 
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g ! 2007 I 1B15 I 2237 I 1920 I 214り I1987 
10 1915 I 1802 I 2268 ! 2091 I 2335 
12 I 1897 I u~n I 193り 2003 2015 
14 I 2060 2305 I 1959 I 1862 i 2859 i 

3) 
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4. 屠章受結果.試験it~迭で発死したG-5を除 ~T，弛は

試草食終了後頚動脈J:り放出して屠殺し， )寝苦IH.こ付した.

その!勾摂的観察の結束特に各区間に差異が認められるの

は，先ずま下，大網膜，腎臓の脂訪沈請状態で Co-0.1

mg!)玉最も優れ，次いで対照I~ ， CO-10mg [;{は最も不良

であった. 更に限立った点は心臓であるが> Co-10mg 

i乙及び対照誌には特に異常は認められなかったが， Co 

-lOrrg l;{O) G-3;土左心室中臨空にふ指頭大充出血斑があ

り， G-5では心筋は透明度を欠iT，お心室に豚詰様凝血
を認めた.H臓は Co-10mgf;{では位の21互に比較して
透明度を欠き，実質は脆弱であるような惑を受けた.そ

の他の鞍器には特記すべき変化はないように思われた.

屠体については，屠殺直前の捧重に対する枝肉の歩留を

調査した処> Co-0.1mg区が比較的良好のように思われ

7ニ.

百要 約

生後手J5ヶ月の去勢山芋を用い，コバルトの発言に及

ぼす影響と，コバルトvこ対7るToleranceを検討しよう

として，コバルトを体重1kg当り毎司 0.1及び 10mg宛

塩化コパJレト水器液として夫々15遣問に亘って経口投与

し，iJ次〈のような結

1工. コノパぐJルレトを(体本童1kg当り毎日 0ω.1r紅I工-g宛投与すれ

ば，造血機能に全く車、野響なむその発育を促進するこ

とが出来たので、突目的にはこの程度の給与量が望ましい

工うに観察された.

2. コバルトを体重1kg当り毎日10mg宛投与すると，

試験の進行に伴って{第4逓頃から)所語 Cobaltpoly-

cythemiaの症状を呈するに去り，食慾弓司長，被毛厄悶，

顔面浮麗，チアノーゼの徴を現わし発育は極めて不良と

なに 1頭は第9i墨呂に蕗死した.

3. この Polycythemiaは，赤血球数，白色素量，へマ

トクリット値が酪々平行してi曽J加するので， Tτue poly-

cythemiaと考えられる.

4. 山芋のコバルトに対j-るTolcranceは，今出の成

績からみて三1]成りの個体差があるらしい.

にの実験の一部は「家畜飼養における徴量元素の重

要性に関するirJT-究一第6報」として.s木造;産学会昭和

18 

28年度春期大会に報告した.) 

(1954-"1i. 8 Jj} 6日受話}
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Resume 

Six young goats were used in a study of the effects 

of feeding cobalt on growth and hematopoiesis in 

goats. 

Feeding cobalt at the rate of 0.1 mg per 1屯 body

W記ightper day， increased significantly the rate of 

gain in growing but had no effects on hematopoiesis. 

Feeding 10mg cobalt at the same basis caused an 

increase in the number of their red blood cel1s， 

hemoglobin levels and packed red cell volume and 

thus prevented body weight gains. 


